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肥大型心筋症は左室壁と心室中隔の肥厚をこより左室-i

二II;.I.:-/､皇卜守･■言､宣十十十-.十rI‖;E指し'､｢汗恥

心願の酸素需要の増大と冠血流がう減少;,こよる心筋虚血が

その病態数理であるヶ

麻酔管理旦二では,血管内春機を保ち洞調律を酵絡Lて

産婆充満を維持するごとヲ前負荷曲後負荷を保ち収紛諸刃

の増強を避け流出路の閉塞を醜くことが濠梁である ま
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我やぼ肥大瓢雲二㌔解転をJ合併患感の泌尿器科背約をこ対して

全身麻酔と硬膜外麻酢が)研用字及び腰鰹麻酔を者3-3た

術中硬膜外麻酔によ了で悪感神経の緊張を抑制し琴南放

任芦頻脈,心収縮烏の過度の増強を防止した また低血

圧をこ対して束書､キけミソ写徐脈に細江てア恒コヒソを用

いることをこより安定し栄二循環動態がヂ那Jわたやこの麻酔

経験を主意Lて汚巨竺大豊望心筋症合併患鶴の麻酔管理について

考察を加え線質普盲する心
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神経プ盲コソタ施行頂5例をご廉いて庶ブ貼付敷皮-プ綴イン′
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での奇数が一般酢翻してあり勺各数字の周鞘をこ配られた

可逆性熱愛色素(メタ一日Jl封 の濃度変化かこより皮フ温

を読み取る.すなわち9温度表示は望Ljg;刻みだが,メタ

モカラ背景色の濃度をこより中間温度の推定が㌻音f能であるb

演者らぼ,この背景色を匹は染階をこ区鰍 餌や5℃以内であ--)

たす以上よりきプロチLノカにより岱J3℃の精度でプロ

チ:nツカによる臆ブ鼠を推定した｡また,同時をこ測定し′

たサ-そフィル鮎要望鵬をこよる庶プ鼠との差鞄は0.5℃の

精度で臆ブ温熱ti走が可能であることが示唆きれ,簡便な

皮プ温イソジケ-タとしてプロチLツ郎豊広い臨床鑑凋弓

の可能性があるものと考えられるか

W)尿中 NA鎧排潜観からみた麻酔及び手術の
腎尿細管機能におよはす影響
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麻酔及び拳櫓をこ際し 腎尿細管がうう細る影響を尿中
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対象は開腹手酌競例29例,非開腹手酌症例23例であ-1

た頃平均隼齢き身箆号俸敵 手衡時間をこぼ素意な差は認

めFJわなかjた 尿中鞘A鰐活性ばや麻酔導入後サ尊

尿で関宗凍た尿が〕値を賓d照値とし書損棲息時間駄 手術

終アあるいは麻酔開始後5矧絹まで摘撃間転に測怒 ㌘

た斗尿中NA㌫活性は麻酔開始2時間以降かをゝ〉開腹手
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津用m机,麻酔時間年術中の儀餌Eの養鯉ではず鰍敵

運動障害が)且例
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硬膜外麻酔はき技術的をこ習熟すれば安全な麻酔法であ

るとされている狛 穫なの合併症の洩祭壇さきかている

われわれはき硬膜外穿刺によかつ下肢の運動障害をきたL

たと思われる症例を経験したので鰭苧盲ずる

症例は8望歳敵性 昭利6鏑h!‖二言慧侶遷,酵駅経慶にてい朝

腹導管7線髄膜リンパ節部活約 5捌7日サ解耽尿道全

摘班鰍 一号パ節郭清衡を施草江た 麻酔はGO戻+健
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時右F肢をこp挽㌘eS汰eSほを認めfJrmilj/12より硬膜外

カテ---テルを挿入して平時に異常なく手桁を終アLチエ

覚閣襖乍患者は右F肢痛と有戸､舵運動障害を訴えた で

二日､〆サンン坐薬を使用し転馴営口,歩行可能,軽度の

右打肢痛を残Lて退転芸したb

甑を滑落したもげ)と考えたが予その後の経過から,硬膜

外穿刺により,脊髄が滑落したと考えきるを得なかった


